
第１８回　北海道クラブバレーボール連盟　コカ・コーラ杯争奪選手権大会
とき：平成２２年９月１１，１２日　ところ：深川市総合体育館
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【６人制男子予選ブロック戦　９月１１日】
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【６人制男子決勝トーナメント】
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優　勝
北海道クラブ

（2年ぶり4回目）

（決勝戦戦評）第１セット、攻撃がうまくかみ合わない大洋部品に対し、北海道クラブは効
果的なサーブとバックアタックで着実に点差を広げた。中盤から終盤にかけて大洋部品
は１７番玉手、１４番原のアタックで攻撃を試みるも点差は詰められず、北海道クラブが２
５－１８と先取する。２セット目も、北海道クラブは１５番日下を中心としたコンビバレーと４
番池田のバックアタックなどで序盤から点差を広げる。北海道クラブが終始、攻撃のかみ
合わない大洋部品を圧倒し、２５－１０と勝利し、２年ぶり４回目の優勝を飾った。

大 会 委 員 長 大橋公徳
競 技 委 員 長 沓沢幸一
審 判 委 員 長 印藤智一
総 務 委 員 長 齋藤雅幸

優勝　北海道クラブ(札幌市)　準優勝　大洋部品(北見市)　第3位　SWATT(札幌市)、RUBIK'S CUBE(帯広市)


